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高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

名古屋大学

　

こ
の
4
月
に
高
等
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
に
着
任
し
た
加
藤
と
申
し
ま

す
。日
本
の
高
等
教
育
、国
際
的
な
人

の
移
動
、そ
し
て
国
際
教
育
を
専
門

と
し
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
ご
承
知
の
通
り
、

2
0
2
0
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
が
大
流
行
し
、高
等
教
育
は
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。こ
こ
で

は
特
に
著
し
い
影
響
を
受
け
た
国
際

教
育
を
考
え
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン「
留
学
」の
可
能
性

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
国
際
教
育
の
中

心
は
渡
航
を
伴
う
海
外
留
学
で
あ

り
、日
本
人
学
生
の
参
加
も
堅
調
に

増
加
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
、2
0
2
1
年

6
月
現
在
も
そ
の
多
く
が
中
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
主
要
な
留
学
生
受
入
国
の

大
学
教
育
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
た

こ
と
や
、留
学
産
業
の
雇
用
を
維
持

す
る
目
的
も
あ
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
留
学
が
提
供
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
は
、時
間
や
空
間

が
制
限
さ
れ
、身
体
性
を
含
ま
な
い

た
め
、渡
航
を
伴
う
留
学
を
完
全
に

は
代
替
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、こ
の

よ
う
な
好
ま
し
く
な
い
点
を
割
り
引

い
て
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
は
大
き
な

可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、

渡
航
を
伴
う
留
学
に
参
加
し
な
い
多

く
の
学
生
に
国
際
協
働
や
交
流
の
機

会
を
提
供
す
る
か
ら
で
す
。ち
な
み

に
日
本
の
大
学
生
に
占
め
る
現
地
留

学
経
験
者
の
割
合
は
近
年
約
3
％
と

算
出
さ
れ
る
た
め
、学
生
の
多
く
は

参
加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

（
2
0
1
7
年
に
大
学
等
が
把
握
し

て
い
る
日
本
人
学
生
の
留
学
参
加
数

は
約
１0
万
人
で
す
。も
っ
と
も
大
学
等

が
把
握
し
て
い
な
い
留
学
も
あ
る
こ

と
や
、参
加
の
程
度
は
大
学
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
）。

よ
り
多
く
の
学
生
が
国
際
協
同
に

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
国
際
教
育
と

し
て
2
つ
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ

ま
す
。１
つ
は
大
学
の
国
際
的
な
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
例
え
ば
環
太
平
洋
大
学
協
会

（A
P
R
U

）は
、学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
り
国
外
大
学
の
授
業
を
履
修
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム（V

irtual S
tudent 

E
xchang

e

）を
展
開
し
て
お
り
、

名
古
屋
大
学
も
学
生
の
参
加
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
も
う
1
つ
は
海

外
大
学
の
学
生
と
協
働
し
て
学
習

す
る
教
育
手
法C

ollaborative 
O
nline International Learning

（C
O
IL

）で
す
。こ
れ
に
よ
り
、学
生

は
日
本
の
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

つ
つ
、海
外
の
学
生
と
共
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
前
か
ら
日

本
で
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

2
0
2
0
年
以
降
に
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
国
際
教
育
を

実
施
す
る
た
め
に
は
、教
職
員
の
追

加
的
な
負
担
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。私
自
身
は
2
0
2
0
年
度
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
授
業
を
担
当
し
ま
し
た
。現
地

機
関
・
大
学
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
を

得
て
の
実
施
で
し
た
が
、改
め
て
振

返
る
と
、案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し

と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
す
。

　

国
際
教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進

む
と
学
生
の
履
修
選
択
肢
も
増
え
ま

す
。Bo

w
e
n

が
そ
の
著
書
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　

 

　
（
2
0
1
2
）

の
中
で
教
育
を
音
楽
に
例
え
た
よ
う

に
、学
生
は
現
地
留
学（
演
奏
会
や
コ

ン
サ
ー
ト
）と
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

国
際
交
流（Y

o
u
tu
b
e

や
C
D
な

ど
）を
使
い
分
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。そ
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
国
際

交
流
が
さ
ら
に
進
む
と
、履
修
選
択

が
国
際
化
す
る
日
が
来
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

近
い
将
来
の
履
修
選
択
の
国
際
化

　

最
後
に
、近
い
将
来
の
、1
人
の
学

生
の
履
修
状
況
と
つ
ぶ
や
き
を
描
い

て
み
ま
す
。

　

2
0
2
X
年
、私
は
N
大
で
経
済

学
を
専
攻
し
、も
う
す
ぐ
学
部
3
年

分
の
単
位
を
取
り
終
え
る
。今
学
期

は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
国
際
ク
ラ
ス

（
英
語
で
の
履
修
）を
3
コ
マ
、対
面

も
含
め
た
N
大
ク
ラ
ス（
主
に
日
本

語
）を
2
コ
マ
取
っ
て
い
る
。

　

国
際
ク
ラ
ス
の
１
つ
は
フ
ラ
ン
ス

の
大
学
の
授
業
で
、9
カ
国
の
学
生

が
履
修
し
て
い
る
。前
回
の
授
業
で
、

デ
ン
マ
ー
ク
人
の
学
生
ウ
ル
リ
ッ
ヒ

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
C
E
O

を
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
ん
で
い

た
の
に
は
驚
い
た
。メ
キ
シ
コ
人
学
生

の
マ
リ
ア
ナ
も
信
じ
ら
れ
な
い
っ
て

言
っ
て
た
な
。

　

日
本
、中
国
、韓
国
の
大
学
の
先
生

が
交
代
で
担
当
し
て
い
る
ク
ラ
ス
も

有
意
義
な
話
し
合
い
が
多
い
。昨
日

の
授
業
で
は
ソ
ウ
ル
大
の
先
生
が
東

ア
ジ
ア
横
断
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
可
能

性
を
テ
ー
マ
に
し
て
、議
論
が
盛
り

上
が
っ
た
。有
志
で
釜
山
で
の
合
宿
を

計
画
中
だ
。

　

経
済
学
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
先

生
が
教
え
て
い
る
。
提
出
し
た
レ

ポ
ー
ト
が
真
っ
赤
に
添
削
さ
れ
る
の

は
キ
ツ
イ
け
ど
、あ
り
が
た
い
と
思

う
。卒
論
を
英
語
で
書
く
た
め
に
は

つ
い
て
い
か
な
い
と
。

　

N
大
ク
ラ
ス
は
ゼ
ミ
と
上
級
理
論

の
2
つ
だ
。ゼ
ミ
の
時
間
は
各
自
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
が
中
心
で
、ゼ
ミ
が

終
わ
っ
た
後
に
み
ん
な
で
ご
飯
を
食

べ
る
時
に
議
論
が
一
番
盛
り
上
が
る
。

上
級
理
論
の
ク
ラ
ス
は
、先
生
の
講

義
と
院
生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
。先
生
は
講
義
中
に
、学
生
に
よ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
返
す
こ
と
が
多
く
、自
分
の

意
見
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
素
直
に

嬉
し
い
。

　

そ
う
だ
、来
学
期
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
し
た
い
の
で
、ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
に
早
め
に
履
修

の
相
談
を
し
て
お
こ
う
。（

加
藤
真
紀
）

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

　
　
　
　
国
際
教
育
の
先
を
考
え
る

どの都道府県の高校からの入学者が
　　　　多いのか（2020年度、学部学生）

グラフで見る名大生 [11]

2020年度の学部入学者における、出身高校の所在地別の割合に基づいて、グラフと表を
作成しました。七大学（名古屋大学の他、北海道大学、東北大学、東京大学、京都大学、大阪大
学、九州大学）の比較となっています。
グラフは、入学者の出身高校が、どのくらいの数の都道府県に分散しているかを示すもので
す。折れ線の位置が低いほど、入学者の出身高校の所在地が、より多くの都道府県に分散し
ていると考えることができます。上位１３都道府県で考えた場合、七大学のうちで最も多くの
都道府県に入学者の出身高校が分散しているのは東北大学です。名古屋大学は、その逆で、
特定地域に入学者の出身高校が集中しているところに特徴があります。
表は、出身高校の所在地別の入学者割合で、上位5つの都道府県を大学別に示しています。
上位5都道府県における累積入学者割合は、高い順に、名古屋大学73.0％、東京大学58.7
％、北海道大学57.7％、九州大学56.5％、京都大学55.1％、大阪大学54.7％、東北大学
41.8％、となります。東京大学よりも東北大学の方が、入学者の出身の散らばりが大きいと
いう点で、意外性のある結果かもしれません。　　　　　　　　　　　　　　（丸山和昭）
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高等教育研究センター
ニューズレター第75号
高等教育研究センター
ニューズレター第75号

夏夏【データ】大学改革支援・学位授与機構「大学基本情報」（https://www.mext.go. jp/b_menu/
toukei/chousa01/kihon/1267995.htm）に基づいて作成。グラフの縦軸は、入学者割合が高い順に
都道府県を並べた場合における、累積入学者割合を示す。横軸は、都道府県の数を示す。たとえば、名古屋大
学で、グラフの横軸が3の値の場合の累積入学者割合は、愛知50.3％、岐阜7.9％、静岡7.3％の合計で、
65.5％となる。

Teaching
 N

aked



　
名
古
屋
大
学
に
お
い
て
は
、岐

阜
大
学
と
と
も
に
、2
0
2
0
年

度
よ
り
東
海
国
立
大
学
機
構
を

創
立
し
て
、1
法
人
2
大
学
の
も

と
で
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

規
模
も
大
学
類
型
も
異
な
る
2

つ
の
大
学
が
同
一
法
人
の
下
で
活

動
を
す
る
こ
と
か
ら
、教
育
分
野

に
お
い
て
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ン

ト
ラ
ル
が
機
構
の
下
に
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
。他
の
大
学
に
お
い

て
も
、様
々
な
取
り
組
み
を
通
し

て
、教
育
組
織
の
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、7
大
学

を
例
に
、教
育
改
革
の
試
み
に
つ

い
て
少
し
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
北
海
道
大
学
に
お
い
て
は
、教

育
組
織
改
革
の
特
徴
と
し
て
教

員
組
織
と
大
学
院
教
育
組
織
の

分
離
推
進
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す（
北
海
道
大
学
、2
0
2
1
）。

北
海
道
大
学
で
は
、教
員
組
織
と

大
学
院
教
育
組
織
の
分
離
を
、

2
0
0
5
年
度
に
開
始
し
て
い

ま
す
。そ
し
て
、単
に
教
員
組
織

と
大
学
院
教
育
組
織
を
分
離
す

る
だ
け
で
な
く
、そ
の
時
々
の
必

要
性
に
応
じ
て
、新
し
い
学
院
や

専
攻
、課
程
の
設
置
、収
容
定
員

の
変
更
を
同
時
に
行
っ
て
い
ま

す
。例
え
ば
、2
0
1
9
年
4
月

に
は
、既
存
研
究
科
の
学
院
・
研

究
院
化
と
し
て
、文
学
院
と
情

報
科
学
院
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、農
学
院
農
学
専
攻
、国
際
広

報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院
国
際
広

報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
専
攻
、国

際
食
資
源
学
院（
博
士
後
期
課

程
）を
新
設
し
て
い
ま
す
。

　
東
北
大
学
に
お
い
て
は
、東
北

大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
構
想
に
教
育
改
革
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
（
東
北
大
学
、

2
0
2
1
）。東
北
大
学
の
強
み

を
活
か
し
世
界
を
牽
引
で
き
る

分
野
や
、今
後
重
要
に
な
り
人
類

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
分
野
を

選
定
し
、そ
れ
ら
を「
国
際
共
同

大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
」群
と
し
て

創
設
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
大
学
に
お
い
て
は
、東
京
大

学
の
教
育
理
念
で
あ
る「
世
界
的

視
野
を
も
っ
た
市
民
的
エ
リ
ー
ト
」

（
東
京
大
学
憲
章
）の
養
成
を
基
本

と
し
つ
つ
学
部
教
育
の
総
合
的
改

革
を
進
め
て
い
ま
す（
東
京
大
学
、

2
0
2
1
）。そ
の
3
つ
の
柱
と
し

て「
国
際
化
」「
実
質
化
」「
高
度
化
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
3
つ

の
柱
を
あ
わ
せ
る
基
盤
整
備
と
し

て
、4
タ
ー
ム
制
、学
務
シ
ス
テ
ム

改
革
、I
C
T
の
基
盤
整
備
、教
育

資
源
の
有
効
活
用
、グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
向
け
た
環
境
整
備
等
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
京
都
大
学
に
お
い
て
は
、高
等

教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す（
京
都
大
学
、

2
0
2
1
）。同
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、高
等
教
育
に
お
け
る
教
授

法
、教
育
課
程
、教
育
評
価
、教
育

制
度
、I
C
T
活
用
等
、教
育
シ

ス
テ
ム
に
関
わ
る
開
発
と
実
践
を

行
い
、教
育
改
革
・
改
善
に
関
し
て

専
門
的
立
場
か
ら
調
査
・
企
画
・
評

価・助
言・協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
阪
大
学
に
お
い
て
は
、O
U

ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
1
に
あ
る
教
育

ビ
ジ
ョ
ン「O

pen E
ducation

」

に
基
づ
き
、教
育
改
革
を
進
め
て

い
ま
す（
大
阪
大
学
、2
0
2
1
）。

グ
レ
ー
ド
・
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ベ
レ
ー

ジ（
G
P
A
）制
度
、新
学
事
暦

（
4
学
期
制
）、科
目
ナ
ン
バ
リ
ン

グ
、T
A
・
T
F
制
度
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
革
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
う
ち
T
A・T
F
制

度
に
お
い
て
は
、ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
S
A
）
、

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

（
T
A
）、テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
フ
ェ

ロ
ー（
T
F
）と
い
う
3
つ
を
運

用
し
て
い
ま
す
。
S
A
は
授
業

に
付
随
す
る
が
教
育
活
動
そ
の

も
の
に
は
参
画
し
な
い
作
業
を

担
当
す
る
も
の
、T
A
は
教
育

活
動
に
お
け
る
補
助
的
な
教
育

業
務
を
支
援
す
る
も
の
、T
F

は
補
助
的
な
教
育
業
務
の
内
容

を
自
ら
計
画
の
上
、授
業
等
の

進
行
管
理
を
し
な
が
ら
展
開
し

て
実
施
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
九
州
大
学
に
お
い
て
は
、教
育

改
革
推
進
本
部
を
設
置
し
て
、教

育
改
革
を
実
施
し
て
い
ま
す（
九

州
大
学
、2
0
2
1
）。「
企
画
・
評

価
」「
教
育
方
法
・
教
材
開
発
」「
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
」の
4
部
門
に
加
え
て
、教
育

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
・
可
視
化
・
活

用
を
担
う「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ナ
リ

テ
ィ
ク
ス
」部
門
が
設
置
さ
れ
、エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
教
育
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。　
　（
北
栄
輔
）

［２］
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読んでおきたい
この1冊
Great Books on University

　本書は、同じ著者の『大学とは何か』(岩波新書、

2011年)の続編として位置づけられ、少子高齢化、オ

ンライン化、グローバル化の下で日本の大学が進むべ

き道を示しています。コロナ禍でより鮮明になったオン

ライン授業、9月入学の問題が扱われており、ポストコ

ロナ社会における大学教育のあり方を考える上で、ぜ

ひ読んでおきたいオススメの本です。

　私自身が大学で非常勤講師をしていることから、オン

ライン授業について論じられている第3章に関心をも

ちました。日本の場合、多人数の講義授業が支配的で

あるため、オンデマンド型のオンライン授業が中心と

なっています。著者は、こうした状況を否定的に捉えて

おり、多人数の講義授業が少人数の対話授業に代わる

べきだと主張します。さらに、オンライン授業の導入は、

カリキュラム改革にとどまらず、キャンパス設計にも大

きな影響を与えるものとして描かれています。

　本書は、歴史を踏まえながら、理系と文系の関係、社

会人学生の学び、学長のリーダーシップといった高等教

育の重要なトピックを取り上げていることから、入門書

としても得るところの多い本です。ただし、本書で論じ

られている「大学」は、すべての大学を指しているという

よりは、例えば東京大学などの研究大学に限定されて

いる印象を受けました。研究大学以外の大学がどう歩

むべきなのかも気になるところです。　　（藤井利紀）

7
大
学
に
見
る
教
育
組
織
改
革
の
取
り
組
み
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『大学は何処へ  － 未来への設計 －』

これからのセミナー予定
8月20日（金）14:00－16:00
「思考力を改善するためには何をどうすれば冴えたやり方になるのだろうか」
植原 亮 氏（関西大学総合情報学部 教授）

8月26日（木）14:00－16:00
「ハイフレックス型授業の可能性－授業設計・教育学習方法の革新と包摂」
杉森 公一 氏（北陸大学高等教育推進センター センター長／教授）

9月9日（木）15:00－17:00
「学生とともにつくる“新しい日常”－学生相談・学生支援のこれから－」
齋藤 憲司 氏（東京工業大学保健管理センター 教授）

9月24日（金）15:00－17:00
「英語で教えるオンライン授業への適応：
　　　　　　『ニューノーマル』時代に大学で教えるための課題と可能性」
Philip Maclellan 氏（一橋大学経済学研究科 教授）

　さる6月17日（木）に当センターでは初となる公開セミナー（オン
ライン）を開催しました。「短期留学の効果－因果推論による分析から

分かったこと」と題し、当センターの加藤教授と一橋大学大学院生の加島氏が講師を
務め、ご参加のみなさまと活発にご議論いただくことができました。公開セミナーの
枠では、センター教員の活動を随時発信していく予定です。

開催報告

詳細はセンターHPよりご覧ください。

■

■

■

■
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